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実
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 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

全国歴史史料保存利用機関連絡協議会等負担金 ○ H14 13 1 ○ 50 0 0 50 ○ ○ 0

文書館各種事業運営費 ○ H14 13 4 ○ 2,073 0 0 2,073 ○ ○ ○ ○ 0

社会教育総務管理費 ○ ○ S24 66 3 ○ 1,155 0 0 1,155 ○ ○ ○ 0

生涯学習情報ネットワーク事業 ○ H6 21 1 ○ 1,792 0 0 1,792 ○ ○ ○ 0

生涯学習センター運営費 ○ S57 33 1 ○ 5,799 0 576 5,223 ○ ○ ○ ○ 0

福井ライフ・アカデミー開催事業 ○ S57 33 4 ○ 4,389 0 0 4,389 ○ ○ ○ ○ △ 84

視聴覚センター運営費 ○ S48 42 2 ○ 3,241 0 0 3,241 ○ ○ ○ ○ △ 30

社会教育研修費 ○ S54 36 2 ○ 7,564 0 0 7,564 ○ ○ ○ 0

地域で支える子育て・親育ち支援事業 ○ H元 26 4 ○ 13,169 180 0 12,989 ○ ○ ○ △ 161

人権教育指導研修事業 　 ○ ○ S45 45 3 ○ 13,470 0 0 13,470 ○ ○ ○ 0

人権問題社会教育指導員設置事業 　 ○ H8 19 1 ○ 3,672 0 0 3,672 ○ ○ ○ 0

社会教育指導管理費 　 ○ ○ S62 28 7 ○ 16,768 0 0 16,768 ○ ○ ○ △ 340

こども歴史文化館事業 元気な県政 ○ H21 6 4 ○ 18,102 0 650 17,452 ○ ○ ○ 0

文化財保存修理等補助事業 元気な県政 ○ S25 65 5 ○ 56,633 19,005 0 37,628 ○ ○ ○ △ 31,111

無形民俗文化財伝承支援事業 ○ S51 39 1 ○ 1,360 0 0 1,360 ○ ○ ○ ○ 0

ふるさとの文化財公開推進事業 元気な県政 ○ ○ H23 4 2 ○ 2,249 0 0 2,249 ○ ○ ○ ○ ○ △ 209

特別天然記念物カモシカ調査事業 ○ S60 30 1 ○ 4,673 3,115 0 1,558 ○ ○ ○ ○ 0

県営圃場整備関係遺跡調査事業 ○ H3 24 1 ○ 4,864 2,361 0 2,503 ○ ○ ○ 0

中部縦貫自動車道関係遺跡調査事業 ○ H7 20 1 ○ 3,520 0 3,500 20 ○ ○ ○ 0

国営九頭竜川等土地改良関係遺跡調査事業 ○ H11 16 1 ○ 943 0 943 0 ○ ○ ○ 0

足羽川ダム関係遺跡調査事業 ○ H26 1 1 ○ 408 0 408 0 ○ 0

新幹線埋蔵文化財発掘調査事業 ○ H26 1 1 ○ 163,865 0 163,865 0 ○ 0

旧北陸線トンネル群調査事業 ○ H26 1 1 ○ 1,013 0 0 1,013 ○ △ 1,013

越前焼窯跡発掘調査事業 ○ H22 5 1 ○ 1,711 855 0 856 ○ ○ ○ 0

一乗谷朝倉氏遺跡整備 ○ S43 47 5 ○ 46,999 23,208 0 23,791 ○ ○ ○ ○ ○ 0

ふるさとの文化財記録調査事業 元気な県政 ○ H24 3 1 ○ 2,953 1,000 0 1,953 ○ ○ ○ △ 2,953

フレンドリーバス運行事業 ○ H16 11 1 ○ 19,907 16,403 0 3,504 ○ ○ ○ ○ 0

子どもの読書活動推進事業 ○ H15 12 2 ○ 1,879 1,191 0 688 ○ ○ ○ ○ ○ 0

図書館活動推進費 ○ S32 58 1 ○ 69 0 0 69 ○ ○ ○ ○ 0

「ふるさと文学コーナー」情報発信事業 ○ H18 9 1 ○ 235 0 0 235 ○ ○ ○ △ 235

県立図書館サービス向上事業 ○ H17 10 4 ○ 2,418 0 0 2,418 ○ ○ ○ ○ ○ △ 156

「白川文字学」普及・研究促進事業 元気な社会 ○ H19 8 1 ○ 8,698 0 100 8,598 ○ ○ ○ 0

福井ふるさと文学推進事業 元気な県政 ○ H23 4 9 ○ 544,355 298,015 166,379 79,961 ○ ○ ○ △ 560,360

図書館資料整備事業 ○ S48 42 1 ○ 37,032 0 0 37,032 ○ ○ ○ 0

若狭図書学習センター資料調査整備費 ○ H元 26 1 ○ 8,384 0 0 8,384 ○ ○ ○ 0

青少年体験活動施設整備事業 元気な社会 ○ H24 3 1 ○ 196,079 0 150,000 46,079 ○ ○ 0

文化財保護審議会 ○ S50 40 1 ○ 1,943 0 0 1,943 ○ ○ 0

37 33 7 1 82 37 0 1,203,434 365,333 486,421 351,680 9 13 3 5 3 3 0 2 8 5 11 5 4 4 2 4 1 25 0 8 0 3 0 0 0 △ 596,652

成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応成果指標1結果分類 財源内訳 活動指標2結果分類

平成
２６年度
予算額

活動指標1結果分類同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

事務区分

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分

福井新々元気宣言
における位置付け

一般会計

平成２６年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）生涯学習・文化財課

会計区分

課・室名



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H14 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 13 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

50 50 50 50

50 50 50 50

50 50 50

4 5 5 4

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

50

平均伸び率区　　　　　　分

活動

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移 0.0%

[予算額および指標の推移等]

２５年度

50当 初 予 算 額 の 推 移

50 0.0%

0.0%

企業会計
会計区分

協議会への参加回数

国　庫

県　単

［事業内容］

一般会計
特別会計

　・全国歴史資料保存利用機関連絡協議会負担金
　・全国歴史資料保存利用機関連絡協議会近畿部会負担金

目標値、指標の積算根拠等

5.5% Ⅰ

結果分類

　協議会会員と文書館に関する有益な情報を交換、収集していく。

継　　続

千　円

□

□

□

■ 完　　了

見　直　し　額

□

□

□

そ の 他
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　月例研究会などへ参加して情報収集を行っている。

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］
拡　　充 終期の見直し

整理統合

休　　止

□

・全国歴史資料保存利用機関連絡協議会　会員数　419　（H26.4.1）
・全国歴史資料保存利用機関連絡協議会近畿部会　会員数　89　（H26.4.1）
・全国の文書館の活動情報を得たり、研修会に参加し、文書館の業務に役立てている

50

評価に基

づく今後

の 対 応
□

縮　　減

50

廃　　止

[事業の評価]

一　般　財　源

特　記　事　項

〕　　　＝　　　〔 〕　／　整備目標

指標

7

（単位：千円）

指標

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

経過年数

教育 生涯学習・白川文字学庁

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円）

区　　　　　　分

財源内訳

事業開始後の見直し状況

その他特定財源

平成２６年度予算額

国　　　　　庫

　文書館（歴史資料保存利用機関）における歴史資料の保存利用活動の振興に寄与することを目的とする全国歴史資料保存利用機関連絡協議会等に加入することで、文書館に関する各種情報を収集し、文書館の各
種活動の振興、発展を図る。

事      業      名

その他

全国歴史史料保存利用機関連絡協議会等負担金 含まれる事業数

法定受託事務

事務区分

[事業目的]

事業終了
予定年度

実行予算

補 助 金

そ の 他

事　業
開　始
年　度

生涯学習・文化財

の推移 成果

事業効果

－1－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

4 □ ■ H14 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 13 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

7,219 2,454 2,945 2,073

6,739 2,454 2,945 2,073

6,615 995 2,046

13,615 14,099 14,920

17,066 13,733 14,165

9,342 7,332 9,306

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

利用者数成果

事業効果 指標

の推移

指標 5.0%

庁

実行予算

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項

閲覧サービス利用件数

〕　　　＝　　　〔

生涯学習・文化財

目標値、指標の積算根拠等

　・調査研究事業　　　歴史的公文書、古文書等記録資料の所在調査、研究紀要の発刊を行う。
　・収集保存事業　　　歴史的公文書、古文書等記録資料の収集、保存を行う。
　・閲覧利用事業　　　所蔵する歴史的公文書、古文書等記録資料の閲覧利用サービスを行う。
　・普及啓発事業　　　講演会、講座等の開催および事業年報・広報誌の作成・発行を行う。

　歴史的資料として重要な公文書、古文書その他の記録を収集保存し、利用普及を図り、調査研究するため、各種の事業を行う。

事      業      名

その他

文書館各種事業運営費 含まれる事業数

法定受託事務

平成２６年度予算額

閲覧件数

15,191

経過年数

△ 19.4%

△ 3.0%

Ⅳ

Ⅰ

一般会計
特別会計

事務区分

生涯学習・白川文字学

企業会計

Ⅲ

（単位：千円）

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

事　業
開　始
年　度

会計区分

事業終了
予定年度

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

計 画 の 達 成 状 況

10,201

2,073

区　　　　　　分

財源内訳

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

■

　閲覧可能な資料を毎年増加させており、利用者数を一定数確保している。

評価に基

づく今後

の 対 応　学術の振興および文化の向上に寄与するため、有識者から適切な指導、助言を参考に調査研究を
充実させていく。

見　直　し　額

継　　続

□

拡　　充

そ の 他

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

一　般　財　源 2,073

その他特定財源

国　　　　　庫

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□ □ 終期の見直し

整理統合

休　　止

□

千　円

完　　了

公文書、古文書、行政刊行物等

入館者数・講座等参加者数

□

□

□

縮　　減

廃　　止

□

結果分類
△ 18.9%2,477

349 △ 20.8%

△ 19.5%

国　庫

県　単

［事業内容］

平均伸び率区　　　　　　分

[事業目的]

決 算 額 の 推 移

[予算額および指標の推移等]

２５年度

2,477当 初 予 算 額 の 推 移

新たに閲覧可能となった件数活動

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

4,824

－2－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

3 □ ■ S24 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 66 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

1,705 1,360 1,360 1,155

1,213 2,482 1,360 1,155

683 1,779 655

2 2 2 2

14 12 16 9

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

1,216

平均伸び率区　　　　　　分

活動

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移 61.0%

[予算額および指標の推移等]

２５年度

1,360当 初 予 算 額 の 推 移

1,360 11.1%

△ 8.8%

企業会計
会計区分

社会教育主事講習会開催回数

国　庫

県　単

［事業内容］

一般会計
特別会計

　１　社会教育委員の会議の開催
　２　社会教育主事講習会に要する経費
      【（参考）社会教育法　第９条の２　都道府県及び市町村の教育委員会の事務局に、社会教育主事を置く】
　３　社会教育委員連絡協議会負担金

△ 3.7%

目標値、指標の積算根拠等

0.0% Ⅱ

結果分類

　公民館等における社会教育主事の役割は重要であるため、今後も県内市町に受講を呼び掛け、資
質の向上を図る。

継　　続

千　円

□

□

□

■ 完　　了

見　直　し　額

□

□

□

そ の 他
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　社会教育主事講習により、社会教育主事を養成することで、県内における社会教育の向上に寄与
している。

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］
拡　　充 終期の見直し

整理統合

休　　止

□

H20、23　国立若狭湾青少年自然の家への若狭町水道給水管移設工事に対する負担金あり。

1,155

評価に基

づく今後

の 対 応
□

H20　文部科学省等からの指導により、12月から社会教育委員会議を再開
H22　社会教育委員会議　開催回数の見直し
H26　社会教育主事講習への参加旅費の廃止

縮　　減

1,155

廃　　止

[事業の評価]

一　般　財　源

特　記　事　項

〕　　　＝　　　〔 〕　／　整備目標

指標

2

（単位：千円）

Ⅲ19

指標

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

経過年数

教育 社会・同和教育庁

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円）

区　　　　　　分

財源内訳

事業開始後の見直し状況

その他特定財源

平成２６年度予算額

国　　　　　庫

　社会教育に関する体制整備に要する経費

事      業      名

その他

社会教育総務管理費 含まれる事業数

法定受託事務

事務区分

[事業目的]

事業終了
予定年度

実行予算

補 助 金

そ の 他

事　業
開　始
年　度

生涯学習・文化財

の推移 社会教育主事講習受講者数成果

事業効果

－3－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H6 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 21 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

2,089 2,089 2,089 1,792

2,089 2,089 2,089 1,792

1,631 1,749 1,741

19,511 20,292 22,330

1,352,902 606,447 251,825

　 　

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

登録データ件数 23,010

1,779

1,711

1,779

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動

指標

指標

の推移

事業効果

利用件数

生涯学習情報ネットワーク事業 含まれる事業数

県　単 補 助 金

そ の 他 法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

事　業
開　始
年　度

5.7%

経過年数

平均伸び率

△ 3.5%

1.7%

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

事      業      名

その他

□縮　　減

□休　　止

□

□■

終期の見直し

そ の 他□

千　円

□廃　　止

□

完　　了

　従来の講座情報だけでなく、市町との連携を強化し、市町の独自開催の生涯学習の情報も分かり
やすく提供していく。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

財源内訳

見　直　し　額

□

拡　　充

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

その他特定財源

1,792

[事業の評価]

1,792

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

　利用件数がは減少傾向にあったが、24年度の利用件数に回復している。

事業開始後の見直し状況平成２６年度予算額区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円）

国　　　　　庫

一　般　財　源

H19
　システム最適化により独自に設置していたサーバ等について、政策統計・情報
課が設置するものを利用することにより、運用経費を大幅に削減

生涯情報ネットワークの利用回数246,274

　

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

△ 38.6%成果

区　　　　　　分 ２５年度

△ 3.5%

庁

国　庫

［事業内容］

[事業目的]

（単位：千円）

Ⅰ

Ⅳ

結果分類

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

[予算額および指標の推移等]

　１　生涯学習情報の提供
　　　　・講座、講師、教材、グループ、施設・関連について、
　　　　　①ｅマガふくい（政策統計・情報課）と連携した複数の検索機能の提供
　２　情報の収集
　　　　・県および市町、関係機関の生涯学習情報

　情報化社会の進展と生涯学習の広がりに伴い、県民の生涯学習に対するニーズが高度化・多様化してきたことから、平成１９年度に生涯学習情報ネットワークの機器更新およびシステムの高度化を図っ
た。情報検索機能の強化や動画配信の充実により、インターネット上で、効率的に県内の生涯学習情報を提供し、県民のニーズに対応する。

生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

実行予算

－4－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S57 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 33 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

5,833 5,903 5,923 5,793

5,913 5,935 5,945 5,799

5,895 5,935 5,945

8,727 8,779 8,791

11,327 9,911 9,195

216 179 125 50

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

相談件数 8,823

5,778

5,772

5,769

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動

指標

指標

の推移

事業効果

ライフアカデミー受講者数

生涯学習センター運営費 含まれる事業数

県　単 補 助 金

そ の 他 法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

事　業
開　始
年　度

0.4%

経過年数

平均伸び率

△ 0.2%

△ 0.7%

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

事      業      名

その他

□縮　　減

□休　　止

□

□■

終期の見直し

そ の 他□

千　円

□廃　　止

□

完　　了

　主催講座や単位認定制度を平成27年度に大きく見直し、生涯学習に対する関心を高める。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

財源内訳

見　直　し　額

□

拡　　充

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

その他特定財源

5,799

[事業の評価]

576

5,223

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

　相談件数はほぼ例年通りの相談を受け付けている。

事業開始後の見直し状況平成２６年度予算額区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円）

国　　　　　庫

一　般　財　源

H7.7月　生活学習館へ移転
H7.10月　若狭図書学習センター開設

9,388

福井ライフ・アカデミー入学者数

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

△ 5.9%成果

96 △ 29.6%

区　　　　　　分 ２５年度

△ 0.5%

入学者数

庁

国　庫

［事業内容］

[事業目的]

Ⅳ

（単位：千円）

Ⅱ

Ⅳ

結果分類

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

[予算額および指標の推移等]

　１　生涯学習センター運営経費
　２　生涯学習相談員の設置

　県民の学習ニーズの多様化、高度化に応じた適切な情報の提供や助言などの学習相談を行い、自発的かつ能率的な生涯学習の推進に資する。

生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

実行予算

－5－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

4 □ ■ S57 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 33 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

5,681 5,779 5,462 4,389

5,681 5,779 5,462 4,389

4,724 4,693 4,520

53 53 53 61

11,327 9,911 9,195

1,359 1,432 1,474 1,570

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業目的]

（単位：千円）

庁

結果分類
△ 6.1%

△ 6.1%

２５年度 平均伸び率

[予算額および指標の推移等]

　さまざまな生涯学習講座を開設し、県民の多様化、高度化する学習ニーズに対応する。

［事業内容］

3.7% Ⅱ

Ⅳ

△ 8.3%

目標値、指標の積算根拠等

 〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

□

　１　地域元気講座
　２　ふるさと学習講座
　３　現代的課題講座
　４　生涯学習推進のつどい

Ⅱ

特　記　事　項

終期の見直し□

△ 84

廃　　止

完　　了

そ の 他

千　円

休　　止

■

□ □

□

□

［活動指標、成果指標に対する評価］
縮　　減

　受講者数はほぼ例年並みであるが、若年層の受講者が増加している。単位認定者は徐々に増加し
ている。

拡　　充

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応

□

一般会計

そ の 他

教育

特別会計
企業会計

事業開始後の見直し状況

1,529 3.7%

△ 5.9%

会計区分

事　業
開　始
年　度

補 助 金

生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

実行予算

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

法定受託事務

事務区分

その他

事      業      名
事業終了
予定年度

経過年数

国　庫

県　単

福井ライフ・アカデミー開催事業 含まれる事業数

計 画 の 達 成 状 況

の推移 受講者数成果

単位終了・認定者数

区　　　　　　分

活動 講座開催数

指標

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果 指標

[事業の評価]

　主催講座、単位認定制度を平成27年度に大きく見直し、幅広い年齢層からの受講者の拡大を図
る。

□
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

見　直　し　額

整理統合

平成２６年度予算額

H16　公共性の高い「家庭」や「地域」などに関する学習に重点を置いた講座に見直
し
H21　生涯学習推進のつどいを県立図書館と共同開催することにより経費を削減
Ｈ26　「友愛塾」の講座回数の縮減
H27　「友愛塾」の廃止

予　算　額　（単位：千円）

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

4,389

4,688

4,688

59

3,594

所属の

方　針

一　般　財　源

9,388

区　　　　　　分

4,389

－6－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

2 □ ■ S48 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 42 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

21,261 2,756 9,570 3,241

20,405 2,756 9,218 3,241

20,396 2,731 9,156

4,045 4,077 3,966 4,011

30.2 38.3 34.8

11.3 7.8 6.8

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

教材保有数（本） 3,963

3,359

3,295

3,359

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動

指標

指標

の推移

事業効果  

教材貸出本数（１月あたり）

視聴覚センター運営費 含まれる事業数

県　単 補 助 金

そ の 他 法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

事　業
開　始
年　度

16ﾐﾘﾌｨﾙﾑ、ﾋﾞﾃﾞｵ、CD-ROM、DVD△ 0.2%

経過年数

平均伸び率

22.9%

28.2%

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

事      業      名

その他

□縮　　減

□休　　止

■

□□

終期の見直し

そ の 他□

千　円△ 30

□廃　　止

□

完　　了

　視聴覚センター所蔵教材の紹介と図書館相互賃借LiBoxの活用を公民館や学校等に対してＰＲす
ることにより施設の活用を図り、引き続き県民のニーズに応じた視聴覚教育、情報教育を推進す
る。また、視聴覚教材購入費の縮減を行うとともに、動画資料として価値のある16ミリフィルムを
DVD化し利用啓発を図る。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

財源内訳

見　直　し　額

□

拡　　充

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

その他特定財源

3,241

[事業の評価]

3,241

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

　施設利用件数はほぼ通年と同数程度。設備の現状分析、有効活用策の検討が必要。

事業開始後の見直し状況平成２６年度予算額区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円）

国　　　　　庫

一　般　財　源

H17　視聴覚教材について、貸出率から購入ジャンルの重点化により購入費削減
H20　スタジオの利用率低下に伴い、スタジオ編集機器のリース更新を取り止め
H22　パソコン実習室パソコンのリース期間満了により、新機種に更新
H24　映像ホールの機器更新
Ｈ27　視聴覚教材購入費の縮減

年間貸出本数÷１２か月39.4

年間利用者件数÷１２か月

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

10.3%成果

6.1 △ 18.0%

区　　　　　　分 ２５年度

20.2%

施設利用件数（１月あたり）

庁

国　庫

［事業内容］

[事業目的]

Ⅳ

（単位：千円）

Ⅲ

Ⅰ

結果分類

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

[予算額および指標の推移等]

　１　映像ライブラリーにおける視聴覚機材の収集・提供
　２　県民に対する視聴覚教育施設、設備の提供
　３　視聴覚教育研修の実施

　近年の急激な情報化、マルチメディアの進展に伴い、視聴覚教育の重要性と生涯学習におけるマルチメディアへの対応が重要になっている。このため、生涯学習センター内に視聴覚センターを設置し、
県民に対する視聴覚機材、学習の場の提供と視聴覚教育の推進を図る。

生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

実行予算

－7－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

2 □ ■ S54 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 36 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

8,751 8,752 7,422 7,564

8,751 8,752 7,422 7,564

8,720 8,535 7,400

503 330 409 217

232 209 246 310

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

7,298

7,031

7,298

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動

指標

指標

の推移

事業効果  

研修受講者数

社会教育研修費 含まれる事業数

県　単 補 助 金

そ の 他 法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

事　業
開　始
年　度

経過年数

平均伸び率

△ 3.3%

△ 6.8%

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

事      業      名

その他

□縮　　減

□休　　止

□

□■

終期の見直し

そ の 他□

千　円

□廃　　止

□

完　　了

　生涯学習担当者研修を通して生涯学習担当者の一層の資質向上に努める。
　テレビ放送事業については、テレビ放送で終わりとせずに、DVD化された番組を学校や社会教育
団体に貸し出す等、引き続き有効活用を図る。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

財源内訳

見　直　し　額

□

拡　　充

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

その他特定財源

7,564

[事業の評価]

7,564

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

 生涯学習担当者研修は、平成25年度に講座の開催日数を縮小したことにより受講者総数が減少。
ビデオブースの有効活用策の検討が必要。

事業開始後の見直し状況平成２６年度予算額区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

　H24、25、26
　　青少年テレビ放送事業について、国体開催準備室事業から1,369千円配当（国体
広報用）

予　算　額　（単位：千円）

国　　　　　庫

一　般　財　源

公民館職員研修260

生活学習館のビデオブース内の本番組ビデオの視聴本数

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

目標値、指標の積算根拠等

△ 15.9%成果

199 11.1%

区　　　　　　分 ２５年度

△ 3.3%

ビデオブース視聴本数

庁

国　庫

［事業内容］

[事業目的]

Ⅰ

（単位：千円）

Ⅳ

結果分類

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

[予算額および指標の推移等]

　１　生涯学習担当研修の開催
　　　　・市町社会教育担当者が対象
　　　　・生涯学習に関する専門実践的な研修を実施
　２　青少年テレビ放送事業
　　　　・番組名：「キラリ！福井っ子」（特Ｂタイム以上、１５分１２本、計１２本）
　　　　・対象　：小中学生およびその親

　生涯学習担当職員を対象に専門的・実践的な技術についての研修を行い、資質の向上を図るとともに、本県における生涯学習の効果的な推進を図る。
　また、青少年を取り巻く諸問題をテレビ放送を通じて提供し、親と子が語り合える機会をつくり、青少年の健全育成と家庭教育の振興を図る。

生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

実行予算
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

4 ■ ■ H元 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 26 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

13,414 13,205 13,218 13,169

13,264 13,120 13,218 13,169

12,700 12,749 12,749

3 3 3 0

424 488 519

 

 

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業目的]

（単位：千円）

庁

結果分類
△ 0.5%

△ 0.2%

２５年度 平均伸び率

[予算額および指標の推移等]

子育て中の家族を社会全体で支援する環境づくり、すべての子育て家庭に対するきめ細やかな支援体制づくりを行い、家庭教育の充実を図る。

［事業内容］

△ 25.0% Ⅳ

Ⅳ

0.2%

目標値、指標の積算根拠等

　

 〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

□

　１　地域で支える家庭教育応援事業
　　　・家庭教育支援研究協議会　　・家庭教育支援ネットワーク研修会　　・「親学講師リスト」、「子育てサポーターリスト」の作成・配布
　２　子育てサポーターステップアップ事業
　　　・子育てサポーターステップアップ研修講座　　・子育てサポータースキルアップ研修講座 　・参加型家庭教育講座テキストの活用
　３　家庭教育支援テレビ放送事業
　４　電話相談事業

特　記　事　項

終期の見直し□

△ 161

廃　　止

完　　了

そ の 他

千　円

休　　止

■

□ □

□

□

［活動指標、成果指標に対する評価］
縮　　減

　電話相談件数が減少。広報の機会を増やしたり、保護者が集まる機会にちらしを配布するなどし
て周知していく。

拡　　充

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応

□

一般会計

そ の 他

教育

特別会計
企業会計

事業開始後の見直し状況

△ 6.2%

会計区分

事　業
開　始
年　度

補 助 金

生涯学習･文化財

　

社会・同和教育

実行予算

 

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

法定受託事務

事務区分

その他

事      業      名
事業終了
予定年度

経過年数

国　庫

県　単

地域で支える子育て・親育ち支援事業 含まれる事業数

計 画 の 達 成 状 況

の推移

電話相談件数

　成果

　

区　　　　　　分

活動 推進検討会の開催回数

指標

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果 指標

[事業の評価]

　引き続き、時代のニーズに沿ったテレビ番組の提供、電話相談員の資質向上、家庭教育講座を企
画・開催し、実践力を高めた子育てサポーターリーダーの育成、活用を通して、支援を行ってい
く。番組制作数の見直しを行うとともに、放送番組を県ＨＰ上に掲載し、活用促進を図る。

□
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

見　直　し　額

整理統合

平成２６年度予算額

H22
・訪問型家庭教育応援チームの活動成果を生かした地域ぐるみでの支援手法の
開発
・電話相談時間の見直し
Ｈ27　番組制作数の縮減、放送番組を県ＨＰ上に掲載

予　算　額　（単位：千円）

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

180

12,989

13,055

13,055

3

311

12,792

所属の

方　針

一　般　財　源

区　　　　　　分

13,169

－9－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

3 □ ■ S45 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 45 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

13,540 13,470 13,470 13,470

13,540 13,470 13,470 13,470

13,475 13,342 13,296

6 6 6 6

1,085 1,084 1,052 1,062

 

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

法定受託事務

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

教育 生涯学習・文化財

事務区分

その他

事　業
開　始
年　度

13,403

　すべての人々の人権が真に尊重される社会の実現を目指し、広く人々の人権問題に対する理解を深め、差別意識の払拭を図り、人権にかかわる問題の解決に資することができるよう、社会教育における人
権に関する学習活動を推進する。

　１　人権教育指導研修事業（県実施分）
　　　・連携調整事業　・指導者研修事業　・啓発資料作成事業
　２　人権教育指導研修事業（市町実施分）
　　　・指導者研修事業
　３　人権教育事業補助金
　　　・美浜町、高浜町、おおい町への人権教育事業への補助金

結果分類
△ 0.1%

２５年度

（単位：千円）

当 初 予 算 額 の 推 移

事業終了
予定年度

経過年数

実行予算国　庫

県　単

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

Ⅱ

Ⅲ△ 0.5%

□

△ 0.2%

目標値、指標の積算根拠等

　

平均伸び率

0.0%

△ 0.1%

□

[事業の評価]

完　　了

□ そ の 他廃　　止

□

□

休　　止

千　円

　

 

見　直　し　額

整理統合

終期の見直し縮　　減□

予　算　額　（単位：千円）

国　　　　　庫

□

拡　　充
　Ｈ１９年度から参加型学習を取り入れて研修内容を充実したことにより、研修会の参加者数は一
定数確保されている。 評価に基

づく今後

の 対 応

■ 継　　続

□

所属の

方　針

一　般　財　源 13,470

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

［活動指標、成果指標に対する評価］

　指導者の養成は今後の人権教育の啓発に不可欠であるため、講義形式、参加型などの研修を通し
て指導者層の充実を図る。

財源内訳 その他特定財源

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

社会・同和教育庁

補 助 金

そ の 他

人権教育指導研修事業 含まれる事業数

区　　　　　　分

　

　

[予算額および指標の推移等]

[事業目的]

事      業      名

［事業内容］

区　　　　　　分

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

成果

事業効果 指標

指標

平成２６年度予算額

H21　資料作成方法等の経費見直し

事業開始後の見直し状況

13,470

13,470

　

計 画 の 達 成 状 況

13,470

6

の推移

 

研修会の参加者数（県実施分） 1,026

活動 研修会の回数（県実施分）
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ H8 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 19 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

3,672 3,672 3,672 3,672

3,672 3,672 3,672 3,672

3,672 3,672 3,672

17 17 17 17

354 422 403

 

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

 〕　／　整備目標

事業開始後の見直し状況

〕　　　＝　　　〔

 

計 画 の 達 成 状 況

事業効果

　

3,672

千　円

□

Ⅰ

平成２６年度予算額

□

整理統合
　各市町における人権教育および啓発は重要であることから、引き続き指導員の設置を促すととも
に、研修の充実を進め、指導員の資質の向上を図る。

　県内全市町に１名ずつ人権担当指導員を設置することで、市町の人権教育が推進されている。

［活動指標、成果指標に対する評価］

 

評価に基

づく今後

の 対 応
□

一　般　財　源

□

特　記　事　項

17

研修会開催回数

人権担当指導員数

0.0%

所属の

方　針

5.2%の推移

指標

指標

２５年度

3,672

平均伸び率

決 算 額 の 推 移

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

3,672

成果

国　　　　　庫

407

活動

（単位：千円）

補 助 金

0.0%

経過年数
事　業
開　始
年　度

そ の 他

0.0%

県　単

指導員数 Ⅱ

当 初 予 算 額 の 推 移

3,672

区　　　　　　分

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移
結果分類

その他

目標値、指標の積算根拠等

[事業目的]

[予算額および指標の推移等]

0.0%

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫

庁

含まれる事業数

予　算　額　（単位：千円）

財源内訳

[事業の評価]

H10　国庫廃止、県単独事業として継続

3,672

その他特定財源

見　直　し　額

□ 休　　止■ 継　　続

□

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

拡　　充

実行予算

社会・同和教育

　同和問題をはじめとする人権問題の解決のため、人権問題に関して識見を有する人権問題社会教育指導員を全市町に設置し、全県的に人権教育を推進する。

　１　指導員設置数　　全市町に各１名
　２　指導員の業務　　様々な人権問題について研修会の開催や学習相談、社会教育団体に対する啓発等

□

廃　　止

□ 終期の見直し

完　　了

そ の 他

縮　　減

［事業内容］

事      業      名 人権問題社会教育指導員設置事業

法定受託事務

事務区分

生涯学習・文化財

　

　

事業終了
予定年度

－11－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

7 □ ■ S62 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 28 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

53,502 44,853 40,781 16,046

46,989 43,378 37,611 16,768

46,376 43,378 37,611

27 18 28

23,645 11,211 19,816

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

 〕　／　整備目標

事業開始後の見直し状況

〕　　　＝　　　〔計 画 の 達 成 状 況

事業効果

16,768

千　円

□

Ⅰ

平成２６年度予算額

□

 

整理統合
　県視聴覚教育連絡協議会への補助は廃止とする。各種ブロック大会の終了に伴い、各団体への補
助を終了する。引き続き、各社会教育団体への補助について、事業活動の確認などを通して適正な
補助を行う。

 地域づくり、人づくりに積極的な活動を行う団体を支援することで、地域の活性化につながって
いる。

［活動指標、成果指標に対する評価］

H26～　県PTA連合会は義務教育課、県高等学校PTA連合会は高校教育課へ移管

評価に基

づく今後

の 対 応
□

一　般　財　源

□

特　記　事　項

28

地域づくり人づくり活動団体活動人数

地域づくり人づくり活動団体助成

△ 23.3%

所属の

方　針

16.6%の推移

指標

指標

２５年度

18,714

平均伸び率

決 算 額 の 推 移

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

18,714

成果

国　　　　　庫

24,874

活動

（単位：千円）

補 助 金

7.4%

経過年数
事　業
開　始
年　度

そ の 他

△ 20.4%

県　単

Ⅰ

当 初 予 算 額 の 推 移

18,714

区　　　　　　分

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移
結果分類

その他

目標値、指標の積算根拠等

[事業目的]

[予算額および指標の推移等]

△ 23.4%

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫

庁

含まれる事業数

予　算　額　（単位：千円）

財源内訳

[事業の評価]

H26　県社会教育委員連絡協議会への補助廃止
Ｈ27　県視聴覚教育連絡協議会への補助廃止

16,768

その他特定財源

見　直　し　額

□

△ 340

休　　止□ 継　　続

□

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

拡　　充

実行予算

社会・同和教育

　各社会教育団体等の活動を支援し、社会教育の振興を図る。

　１　各社会教育団体活動への補助
　２　あすの福井県を創る協会への補助
　３　青年団体活動活性化事業
　４　全国地域婦人団体連絡協議会中部ブロック会議補助
　５　第５１回東海北陸公民館大会補助
　６　東海北陸子ども会育成研究協議会補助

■

廃　　止

□ 終期の見直し

完　　了

そ の 他

縮　　減

［事業内容］

事      業      名 社会教育指導管理費

法定受託事務

事務区分

生涯学習・文化財

　

　

事業終了
予定年度

－12－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

4 □ ■ H21 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 6 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

13,138 13,135 13,324 17,747

14,089 13,135 13,324 18,102

12,551 12,219 12,561

3 3 3 3

29,370 33,117 36,364

 

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　

（単位：千円）

企画展開催回数

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

[予算額および指標の推移等]

２５年度

17,695
結果分類

0.0% Ⅱ

生涯学習・白川文字学

[事業目的]

含まれる事業数

元気な県政

庁

実行予算

補 助 金 事務区分

生涯学習・文化財

経過年数

7.4%

区　　　　　　分

活動 3

12.5%

指標

17,244

当 初 予 算 額 の 推 移

21.6%

 〕　／　整備目標

来館者目標数　　H22 30,000人　H23 33,000人　H24 34,000人　H25 38,000人　H26 52,000人 Ⅰ

□

□

完　　了□

縮　　減

特　記　事　項

終期の見直し

休　　止

そ の 他廃　　止

□

□

千　円

H21.11.28　こども歴史文化館　開館

整理統合

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

　今後も様々な企画展、各種イベントを行い、福井ゆかりの人物を通したふるさと教育の一助とす
る。

□

■
評価に基

づく今後

の 対 応

　入館者数は毎年の目標数を達成するとともに、前年度を上回る入館実績をあげている。

650

□拡　　充

継　　続

見　直　し　額

その他特定財源

17,452

予　算　額　（単位：千円）

平成２６年度予算額

18,102

区　　　　　　分

国　　　　　庫

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

一般会計

事業終了
予定年度

特別会計
企業会計

会計区分

　

51,753

 

　１　先人・達人普及事業　　　　　　　　各種イベント開催や人物シリーズ刊行、出前教室の開催。
　２　先人・達人発掘事業（調査研究）　  未開拓の先人や達人に関する人物情報の調査研究。
　３　先人・達人資料収集事業　　　　　　実物資料の購入やレプリカの作成、資料の補修など。
　４　先人・達人特集事業　　　　　　　　福井ゆかりの人物を取り上げた特集展示の開催など。

こども歴史文化館事業

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化

事　業
開　始
年　度

法定受託事務

国　庫

8.6%

17,695

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

［事業内容］

県　単

　福井ゆかりの人物（先人・達人）の生き方や業績等を通して郷土の歴史文化を学び、福井に誇りをもてる子どもを育てるための事業を行う。

事      業      名

指標

の推移

〕　　　＝　　　〔

入館者数成果

事業効果

一　般　財　源

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況

その他

事業開始後の見直し状況

そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

5 ■ □ S25 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 65 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

83,272 62,842 60,268 41,740

81,649 61,708 60,036 45,495

81,649 59,275 57,281 45,380

20 21 17 16

117.4 118.7 120.0 121.7

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

△ 17.2%

△ 6.7%２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

21

決 算 額 の 推 移

活動

指標

指標

の推移

補助金の交付件数

事業効果

文化財保護度

[事業目的]

国　庫

成果

区　　　　　　分

[予算額および指標の推移等]

１　朝倉氏遺跡保存協会補助金　　　　　　　　　昭和４８年度～
２　文化財保存修理等補助金　　　　　　　　　　昭和２５年度～
３　歴史･文化のまちづくり事業　　　　　　　　 平成２２年度～
４　地域のたから保存修理・活用事業　　　　　　平成２５年度～

平均伸び率

結果分類

2.8%

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

法定受託事務そ の 他

文化財保存修理等補助事業

□

千　円△ 31,111

□

□ □休　　止

見　直　し　額

□

□ 拡　　充

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

□ 完　　了

終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

事業開始後の見直し状況

・H17　文化財保存修理等補助金の県補助率を見直し、埋蔵文化財発掘調査
等補助金は、調査の目的・内容等を踏まえて補助対象事業を見直し
・H22　地域の中核的な文化財の積極的な保護を行うため、歴史･文化のまち
づくり事業として事業を拡充
・H27　歴史･文化のまちづくり事業を保存修理、緊急修理事業へ組換え

■ □

37,628 

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

　一定の文化財保護を行っている。

　歴史文化のまちづくり事業の見直しを行い、大規模で緊急的に修理を行う必要があるものについ
ては、緊急修理事業として実施する。その他の文化財についても、保存・活用を図るため、保存修
理を継続する。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

財源内訳

一　般　財　源

国　　　　　庫

その他特定財源

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

平成２６年度予算額区　　　　　　分

予　算　額　（単位：千円）

計 画 の 達 成 状 況

Ⅱ

経過年数元気な県政

（単位：千円）

△ 5.9%

0.0% （保護事業累計＋当該年度の保護事業件数）/国・県指定文化財件数

目標値、指標の積算根拠等

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

含まれる事業数

56,633

事務区分
事業終了
予定年度

事　業
開　始
年　度

補 助 金

生活に福井の文化

56,633

　国・県指定文化財の保護事業等に対し補助金を交付し、文化財の保存と活用を図る。

Ⅱ

その他

［事業内容］

56,633 

19,005 

[事業の評価]

２６年度

生涯学習・文化財 文化財庁

県　単

事      業      名 実行予算
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ □ S51 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 39 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

720 720 720 1,360

720 720 720 1,360

720 720 720 1,293

58 58 58 58

2 2 2 2

500 600 350 480

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

△ 0.9% Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

26.5%

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
22.2%

平均伸び率

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

見　直　し　額

整理統合

終期の見直し□

廃　　止

完　　了

そ の 他

千　円

継　　続

□

休　　止

□

□ □

□

縮　　減 □

庁

企業会計

拡　　充

評価に基

づく今後

の 対 応

■

　民俗芸能等の保存団体を支援する。
□

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

［活動指標、成果指標に対する評価］

　20～26年度は「ふくいふるさと祭り」との共同開催により県民俗芸能大会についての入場者を確
保した。

自 治 事 務

法定受託事務

所　　属

事 業
区 分

文化財

一般会計

そ の 他

教育 生涯学習・文化財課

特別会計

経過年数

国　庫

[予算額および指標の推移等]

会計区分

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

県　単

実行予算無形民俗文化財伝承支援事業 含まれる事業数

協議会開催数

［事業内容］

事業効果

[事業目的]

（単位：千円）

事務区分

その他

事　業
開　始
年　度

補 助 金
事業終了
予定年度

事      業      名

区　　　　　　分

活動 構成員数

福井新々元気宣言に
おける位置付け

　国・県指定無形民俗文化財の保護と後継者の育成を図る。

・福井県無形民俗文化財保護協議会（国・県指定の５８団体から構成）が行う無形民俗文化財の保護、後継者育成等の事業に対する補助

22.2%

0.0%

△ 5.5%

計 画 の 達 成 状 況

の推移 県民俗芸能大会入場者数成果 300

国　　　　　庫

その他特定財源

1,360 

[事業の評価]

H25　無形民俗文化財保存育成事業と無形民俗文化財活動活性化事業を整理統合

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

平成２６年度予算額

・H17は各団体が国民文化祭へ参加したため、県民俗芸能大会は未開催
・H19から近畿東海北陸ブロック民俗芸能大会参加旅費の予算を縮減
・H19は日本まんなか共和国文化首都伝統芸能交流と「ふくいふるさと祭
り」との共同開催
・H20～H26は「ふくいふるさと祭り」との共同開催

事業開始後の見直し状況

1,360 予　算　額　（単位：千円）

財源内訳

指標

所属の

方　針

２６年度

1,360

1,360

56

2

一　般　財　源

区　　　　　　分

指標
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

2 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

2,445 2,447 6,008

2,445 2,447 5,272

2,331 2,264 5,195

7 7 7

10 12 13

20,513 15,657 9,555

600 350 480

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

生活に福井の文化

県　単

2,249当 初 予 算 額 の 推 移

国　庫

　県民がふるさとの宝である文化財に親しめるための環境づくりと文化財の観光資源としての活用を推進するため、無形民俗文化財を一堂に集めて県民に公開する民俗芸能大会の開催や、県内の指定等文
化財の公開を支援することにより、県民が「本物」の文化財に触れる機会を創出する。
　併せて、「白山文化系」を初めとする本県の歴史遺産に対する県民の理解を促進する。

経過年数

庁

目標値、指標の積算根拠等

　１　「民俗芸能祭典（ふくいふるさと祭り）」の開催

　２　指定等文化財の公開支援事業
　　　(1) 国・県により指定等された有形・無形の文化財を公開し活用するための文化財管理者の事業に対する支援
　　　　　ア　個別文化財の公開等支援
　　　　　イ　地域の文化財の公開等支援
　　　(2) 文化財公開関係のＰＲ広報

結果分類

元気な県政

法定受託事務

実行予算事      業      名

教育

その他

２６年度区　　　　　　分

千　円

終期の見直し

△ 209

拡　　充

継　　続

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

含まれる事業数

一般会計
特別会計
企業会計

　パンフレット作成を見直し、県ＨＰ上への情報掲載などインターネットを中心とした情報発信を
行う。今後も県民が身近な文化としての文化財への理解を深め、関心を持つきっかけとしてもらう
ために、継続して事業を実施する必要がある。

完　　了

□

□

見　直　し　額

□ そ の 他廃　　止

所属の

方　針

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

予　算　額　（単位：千円） H27　パンフレット作成の見直し

整理統合

　文化財体験月間で文化財の公開の機会を増やすことができた。

評価に基

づく今後

の 対 応
□

計 画 の 達 成 状 況

2,249 

国　　　　　庫

平成２６年度予算額区　　　　　　分

□

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

△ 31.3%

特　記　事　項

Ⅰ

民俗芸能祭典入場者数 300 Ⅳ

 〕　／　整備目標

63.3%

縮　　減

休　　止

■

□

2,249 

[事業の評価]

□

財源内訳

一　般　財　源

の推移

〕　　　＝　　　〔

その他特定財源

事業開始後の見直し状況

指標 △ 14.0%

ふるさとの文化財公開推進事業

補 助 金

そ の 他

19.4%

[予算額および指標の推移等]

H26年度は、１２００人目標（H23年度は明通寺修理、H24は永平寺公開で多かった）

活動

14.2%

決 算 額 の 推 移

会計区分

生涯学習・文化財

事業終了
予定年度

文化財

事務区分
事　業
開　始
年　度

Ⅰ

Ⅳ

H26年度は、１６件目標

［事業内容］

[事業目的]

成果

2,249

27.7%

（単位：千円）

9.5%

事業効果

文化財公開事業への助成件数

文化財特別公開件数

文化財特別公開への参加人数

指標

9
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 ■ ■ S60 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 30 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

1,713 1,722 1,691 1,735

1,713 1,722 1,691 1,735

1,713 1,722 1,691 1,590

2 2 2 2

0 0 0 0

77 79 63 67

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

庁

実行予算

　特別天然記念物カモシカの生息動向、生息環境、食害発生状況等の調査を行い、カモシカの保護を図る。

事      業      名 特別天然記念物カモシカ調査事業

補 助 金
事　業
開　始
年　度

特別会計
企業会計

会計区分

文化財

一般会計

含まれる事業数 国　庫
事業終了
予定年度

そ の 他その他

結果分類

△ 12.5%

　カモシカ保護地域（白山地域、伊吹・比良山地）において、毎年の通常調査と概ね５年毎の特別調査を実施する。

Ⅳ

事務区分経過年数

［事業内容］

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

[事業の評価]

事業効果

千　円

Ⅲ

□

 〕　／　整備目標

Ⅰ

△ 2.4%

指標

生息発見頭数

[事業目的]

２６年度

42.7%

平均伸び率

42.7%
目標値、指標の積算根拠等

継　　続

□拡　　充

整理統合

□

終期の見直し

休　　止

そ の 他廃　　止

□

□

完　　了

縮　　減 □

予　算　額　（単位：千円）

平成２６年度予算額

4,673 

3,115 

区　　　　　　分

財源内訳

1,558 

その他特定財源

一　般　財　源

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　今後も貴重な動物であるカモシカの保護を図るとともに、食害状況等を継続的に把握する必要が
ある。

□

見　直　し　額

■
評価に基

づく今後

の 対 応

　カモシカの頭数減少が懸念されている。
□

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 生涯学習・文化財

県　単

法定受託事務

〕　　　＝　　　〔

△ 3.2%

計 画 の 達 成 状 況

25.0%

指標

の推移

特別調査地区数

区　　　　　　分

成果

特　記　事　項事業開始後の見直し状況

4,673

4,673

通常調査地区数

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

当 初 予 算 額 の 推 移

活動

所属の

方　針

カモシカ生息状況把握数

1

1

66

国　　　　　庫
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 ■ ■ H3 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 24 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

3,262 710 3,010 2,558

2,272 470 2,282 2,908

2,272 470 2,282 2,908

2,760 290 3,440 3,260

100 100 100 100

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

平均伸び率

県　単

5,372当 初 予 算 額 の 推 移

国　庫

　県営経営体育成基盤整備事業に伴い、事業予定地内に所在する遺跡の記録保存のための調査を行う。

経過年数

庁

目標値、指標の積算根拠等

　福井市岡保、あわら市細呂木の発掘調査および福井市川合鷲塚町、坂井町関中他の遺物整理

結果分類

法定受託事務

実行予算事      業      名

教育

その他

２６年度区　　　　　　分

千　円

終期の見直し拡　　充

継　　続

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

含まれる事業数

一般会計
特別会計
企業会計

　埋蔵文化財は、次代に継承されるべきものであり、各種開発事業に伴い影響を受ける場合は、発
掘調査、記録保存をしていく必要がある。

完　　了

□

□

見　直　し　額

□ そ の 他廃　　止

所属の

方　針

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

予　算　額　（単位：千円）

2,361 

整理統合

　事業により影響を受ける遺跡について、順次発掘調査を実施し記録保存を行っている。

評価に基

づく今後

の 対 応
□

計 画 の 達 成 状 況

4,864 

国　　　　　庫

平成２６年度予算額区　　　　　　分

□

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

0.0%

特　記　事　項

Ⅰ

 〕　／　整備目標

111.2%

縮　　減

休　　止

□

□

2,503 

[事業の評価]

■

財源内訳

一　般　財　源

の推移

〕　　　＝　　　〔

その他特定財源

事業開始後の見直し状況

指標

県営圃場整備関係遺跡調査事業

補 助 金

そ の 他

100.2%

[予算額および指標の推移等]

調査済面積／要調査面積（遺跡単位）

活動

決 算 額 の 推 移

会計区分

生涯学習・文化財

事業終了
予定年度

文化財

事務区分
事　業
開　始
年　度

Ⅱ

［事業内容］

[事業目的]

成果

4,864

85.2%

（単位：千円）

284.8%

事業効果

100

調査面積（㎡）

進捗率（％）

指標

8,080
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H7 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 20 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

98,193 45,997 13,023 10,313

75,972 42,163 12,555 8,160

75,815 41,864 12,516 8,138

5,400 1,690 0 0

94.1 94.9 94.9 94.9

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

事務区分県　単

その他

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

△ 50.1%

[事業目的]

△ 51.6%

当 初 予 算 額 の 推 移
目標値、指標の積算根拠等

△ 50.0%

事業効果

成果

［事業内容］

決 算 額 の 推 移

　大野市太田・小矢戸遺跡（小矢戸地区）・太田・小矢戸遺跡（太田地区）の遺物整理

平均伸び率

（単位：千円）[予算額および指標の推移等]

区　　　　　　分

特別会計
企業会計

生涯学習・文化財

法定受託事務

文化財

　国土交通省が実施する中部縦貫自動車道建設工事に伴い、事業予定地内に所在する遺跡の記録保存のための調査を、国土交通省からの受託事業として実施する。

事      業      名
事業終了
予定年度

庁

実行予算

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

一般会計

94.9 0.2%

調査面積（㎡）活動 0

指標

の推移 進捗率（％）

△ 17.2%

予　算　額　（単位：千円）

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況平成２６年度予算額

3,520 

指標

計 画 の 達 成 状 況

財源内訳

見　直　し　額

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

国　　　　　庫

評価に基

づく今後

の 対 応

［活動指標、成果指標に対する評価］

　事業により影響を受ける遺跡について、順次発掘調査を実施し記録保存を行っている。

千　円

□

休　　止

拡　　充

□

□

継　　続 □

整理統合

■

[事業の評価]

□

所属の

方　針

Ⅱ

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

縮　　減□

そ の 他廃　　止

□ 完　　了

□ 終期の見直し

〕　　　＝　　　〔

結果分類

調査済面積／要調査面積（203,665㎡）

Ⅳ

会計区分

中部縦貫自動車道関係遺跡調査事業

そ の 他

事　業
開　始
年　度

国　庫含まれる事業数

補 助 金

　埋蔵文化財は、次代に継承されるべきものであり、各種開発事業に伴い影響を受ける場合は、発
掘調査、記録保存をしていく必要がある。

経過年数

２６年度

4,686

3,520

一　般　財　源

3,500 

20 

その他特定財源
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H11 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 16 年 □

２２年度 ２３年度 ２４度度 ２５度度

28,808 12,852 7,543 2,080

21,879 8,915 6,269 1,876

21,854 8,907 6,258 1,872

460 0 0 0

79.1 79.1 79.1 79.1

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

経過年数

国　庫

補 助 金

庁

事      業      名

その他

国営九頭竜川等土地改良関係遺跡調査事業 含まれる事業数

県　単

継　　続

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

法定受託事務

■

□

終期の見直し

　埋蔵文化財は、次代に継承されるべきものであり、各種開発事業に伴い影響を受ける場合は、発
掘調査、記録保存をしていく必要がある。

完　　了

□

評価に基

づく今後

の 対 応

拡　　充

廃　　止 □

見　直　し　額

□

[事業の評価]

縮　　減□□
　事業により影響を受ける遺跡について、順次発掘調査を実施し記録保存を行っている。

財源内訳

事業開始後の見直し状況

千　円

□

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
整理統合

休　　止□

そ の 他

一　般　財　源

計 画 の 達 成 状 況

943 

国　　　　　庫

平成２６年度予算額区　　　　　　分

予　算　額　（単位：千円）

0.0%

の推移 調査済面積／要調査面積（23,776㎡）

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

79.1

Ⅱ調査面積（㎡）

Ⅱ進捗率（％）成果

指標

活動

指標

△ 55.9%

△ 53.0%

目標値、指標の積算根拠等

事業効果

事　業
開　始
年　度

実行予算

[事業目的]

（単位：千円）

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

生涯学習・文化財 文化財

事務区分
事業終了
予定年度

0

943 

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

その他特定財源

　農林水産省が実施する国営九頭竜川下流土地改良事業等に伴い、事業予定地内に所在する遺跡の記録保存のための調査を、農林水産省からの受託事業として実施する。

［事業内容］

結果分類
２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

0.0%

943

　土地改良事業等関係遺跡の試掘調査、現地調査および遺物整理

　　１　国営九頭竜川下流土地改良事業

そ の 他

△ 52.2%

[予算額および指標の推移等]

２６年度

943

　

平均伸び率
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 文化財 Ｇ

1 □ ■ H26 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 1 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　埋蔵文化財は、次代に継承されるべきものであり、各種開発事業に伴い影響を受ける場合は、発
掘調査、記録保存をしていく必要がある。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　事業により影響を受ける遺跡について、順次発掘調査を実施し記録保存を行っている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源 408

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 408

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 進捗率（％） 調査済面積／要調査面積

事業効果 指標

決 算 額 の 推 移

活動 調査面積（㎡） 0

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 594

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 408

法定受託事務

[事業目的]

　国土交通省が実施する足羽川ダム建設工事に伴い、事業予定地内に所在する遺跡の記録保存のための調査を、国土交通省からの受託事業として実施する。

［事業内容］

　池田町下小畑下村遺跡、上小畑重郎村遺跡、上小畑上村遺跡の１次調査。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 足羽川ダム関係遺跡調査事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 文化財 Ｇ

1 □ ■ H26 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 1 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　埋蔵文化財は、次代に継承されるべきものであり、各種開発事業に伴い影響を受ける場合は、発
掘調査、記録保存をしていく必要がある。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　事業により影響を受ける遺跡について、順次発掘調査を実施し記録保存を行っている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源 163,865

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 163,865

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 進捗率（％） 調査済面積／要調査面積

事業効果 指標

決 算 額 の 推 移

活動 調査面積（㎡） 13,570

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 185,049

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 163,865

法定受託事務

[事業目的]

　鉄道建設・運輸施設整備支援機構が実施する北陸新幹線建設事業に伴い、事業予定地内に所在する遺跡の記録保存のための調査を、鉄道建設・運輸施設整備支援機構からの受託事業として実施する。

［事業内容］

　福井市寄安遺跡、開発遺跡、高柳遺跡の発掘調査および遺物整理。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 新幹線埋蔵文化財発掘調査事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 文化財 Ｇ

1 □ ■ H26 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H26 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　来年度、登録文化財への登録を文化庁へ進達する。

見　直　し　額 △ 1,013 千　円

□ 整理統合 ■ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　登録文化財とするための調査を完了した。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 1,013

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,013

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 進捗率（％） 100 調査済面積／要調査面積

事業効果 指標

決 算 額 の 推 移

活動 調査個所数（本） 11

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,013

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,013

法定受託事務

[事業目的]

　旧国鉄のトンネル群を登録文化財とするため調査を実施する。

［事業内容］

　配置図・平面図・求積図の作成

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 旧北陸線トンネル群調査事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 ■ ■ H22 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ 27 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 5 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

708 1,981 1,929 1,711

708 1,981 2,521 1,711

708 1,981 2,521

2 9 1 2

5 9 11 2

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

事      業      名 含まれる事業数

[予算額および指標の推移等]

越前焼窯跡発掘調査事業

活動

２５年度

1,860

1,860

1,852

[事業目的]

指標

指標

目標値、指標の積算根拠等

60.2%

平均伸び率

当 初 予 算 額 の 推 移

区　　　　　　分

Ⅰ

856

90.3%

事業開始後の見直し状況

1

の推移 成果

41.4%

1

事業効果

決 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

（単位：千円）

　中世六古窯の１つであり福井県を代表する伝統工芸品の越前焼について、生産体制・流通状況などを解明し、歴史的な価値を証明することにより、文化的側面から産業力強化を図る。

法定受託事務

区　　　　　　分

・試掘調査事業
・遺物整理事業
・古文書調査事業
・窯道具関係資料調査事業

27.8%確認できた窯跡数

計 画 の 達 成 状 況

現地調査の回数

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

［事業内容］

千　円

□

□

□廃　　止

休　　止 完　　了

□ そ の 他

[事業の評価]

財源内訳

整理統合

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

見　直　し　額

その他特定財源

国　　　　　庫

Ⅰ

終期の見直し

継　　続

縮　　減

□

□□

評価に基

づく今後

の 対 応

 〕　／　整備目標

拡　　充 □

経過年数

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

結果分類

そ の 他

国　庫

生涯学習・文化財 文化財

事　業
開　始
年　度

実行予算

教育

43.2%

その他

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

庁

県　単 補 助 金 事務区分
事業終了
予定年度

予　算　額　（単位：千円）

平成２６年度予算額

1,711

855

■

　越前焼に関する各種文献や窯道具関係資料の調査と併せて実際に試掘調査も行うなど、今後も体
系的な調査の実施が必要である。

　越前焼の歴史的側面については未解明な部分が多いことから、現地調査を通じてその全体像を明
らかにしていくことが必要である。

一　般　財　源
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

5 ■ ■ S43 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 47 年 □

１　発掘調査事業 学術的な発掘調査を実施し、戦国城下町の人々の生活様式等を解明する。

２　復原整備事業 発掘調査成果を受けて、検出した遺構の保存を行い、盛土・芝張、樹木の植栽等を実施する。 復原箇所：西山光照寺地区 2,500㎡

３　出土遺物保存処理事業 第５０・５１次発掘調査で出土した木製品を中心に保存処理を行う。

４　朝倉氏遺跡研究協議会　　遺跡整備事業への助言を行う。

５　重要文化財保存修理事業　朝倉氏遺跡出土の重要文化財の保存修理を行う。

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

56,946 56,511 54,838 59,887

56,946 56,511 50,160 58,362

56,734 56,362 49,783 55,806

2,000 2,000 1,300 800

2,600 2,500 3,500 3,660

241,709 333,228 245,077 227,972

120 278 79 500

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

含まれる事業数

経過年数

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

文化財庁 生涯学習・文化財

［事業内容］

（単位：千円）[予算額および指標の推移等]

Ⅳ

事務区分

事      業      名
事業終了
予定年度

事　業
開　始
年　度

「朝倉氏遺跡研究協議会」の指導のもと、特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡の価値を高めるための発掘調査および環境整備を実施し、生きた歴史教育・生涯学習の場として活用される史跡公園の整備を目指す。

廃　　止

その他

補 助 金

実行予算

そ の 他

県　単

１９年度および２３年度については特別企画展を開催　

目標値、指標の積算根拠等

〕　　　＝　　　〔

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２６年度予算額

46,999 ・S42 発掘調査開始
・S48 特別史跡に指定

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

継　　続

特　記　事　項

Ⅱ

見　直　し　額

□

□

 〕　／　整備目標

千　円

拡　　充

２１年度の復原事業は八地谷川の整備だったため、事業延長を記載

終期の見直し□

□ そ の 他

完　　了

２６年度　250,000人

□

□

■
評価に基

づく今後

の 対 応

［活動指標、成果指標に対する評価］

　平成１６年度の福井豪雨の年を除き、着実に発掘等を実施している。

　山城の発掘整備に必要となる山城部分の買収促進をはじめとして、引続き発掘整備を進めてい
く。

[事業目的]

402

△ 43.4%

結果分類

Ⅰ

△ 4.2%

２６年度

46,538

46,999 △ 3.8%

0

平均伸び率

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

法定受託事務

一乗谷朝倉氏遺跡整備 国　庫

教育

△ 0.1%

区　　　　　　分

指標

復原面積

当 初 予 算 額 の 推 移

発掘面積

決 算 額 の 推 移

遺跡来訪者数

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

活動

143.3%朝倉資料館企画展における発掘品展示数

計 画 の 達 成 状 況

成果

事業効果 指標

1.5%の推移

2.3% Ⅱ2,500

その他特定財源

整理統合

□休　　止

・H9～H16 朝倉氏遺跡発掘調査・環境整備第２次中期計画
・H17から、発掘整備の早期推進と朝倉氏遺跡の活用を図るため「一乗谷朝
倉氏遺跡整備・活用新１０か年計画」を実施（H24～H33）
・H23「新１０か年計画」を見直し

縮　　減□

所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

23,208 

一　般　財　源

0 

23,791 

国　　　　　庫

財源内訳
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 ■ ■ H24 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

5,289 4,935

5,289 4,935

4,927 4,648

23 57

8 10

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24 年度整備水準〔　　 年度　〔 33.3% 〕

区　　　　　　分

5

成果

[予算額および指標の推移等]

活動

文化財指定件数

事業効果

当 初 予 算 額 の 推 移 2,953

現地調査件数

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

2,953
結果分類

平均伸び率

△ 23.4%

△ 5.6%

△ 23.4%

２６年度

文化財指定件数

その他特定財源

国　　　　　庫

予　算　額　（単位：千円）

計 画 の 達 成 状 況

平成２６年度予算額

財源内訳

の推移 12.5%

Ⅰ

その他

１　「祭り・行事」調査（平成24年～26年度）
２　県指定天然記念物調査
３　庭園の測量調査（平成24年～26年度）
４　その他の特定候補文化財調査

指標

10.0

指標

28.3%

目標値、指標の積算根拠等

含まれる事業数ふるさとの文化財記録調査事業

元気な県政

［事業内容］

[事業目的]

　県文化財保護審議会と一体となって未指定の文化財について調査を行うこと等により、文化財の指定推進を図る。

法定受託事務そ の 他

経過年数 事務区分

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

生活に福井の文化

事　業
開　始
年　度

実行予算事      業      名

8

1,953 

区　　　　　　分

2,953 

1,000 

 〕　／　整備目標

事業開始後の見直し状況

完　　了

■ そ の 他

□

[事業の評価]

□

　文化財の調査を完了できた。

評価に基

づく今後

の 対 応

□

拡　　充 □

廃　　止

休　　止

□

□

縮　　減

□

整理統合

継　　続

千　円

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

見　直　し　額

□

教育

26 〕　　　＝　　　〔24

特　記　事　項

文化財

Ⅰ

事業終了
予定年度

庁

県　単 補 助 金

国　庫

生涯学習・文化財

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

一　般　財　源

　今後は、調査した文化財について、国・県の指定を目指していく。

（単位：千円）

△ 2,953

終期の見直し
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 ■ ■ H16 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 11 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

16,401 16,065 19,273 19,907

16,401 16,065 19,273 19,907

15,874 16,065 19,265

309 311 313

129 129 128

67,362 68,652 71,507

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 フレンドリーバス運行事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　福井駅と県立図書館を３０分間隔で結ぶフレンドリーバスについて、平成２０年２月から実施している新しいルートでの運行を継続して行い、より多くの利用者に対する利便性向上を図る。

［事業内容］

　運行経路を２ルート（南ルート・北ルート）として広範囲を巡回運行
　１　運行期間　平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日の県立図書館開館日
　２　運行期間　平日（火～金）：午前８時３０分から午後７時３０分
　　　　　　　　土・日・祝日　：午前８時３０分から午後６時３０分
　３　運行本数　平日（火～金）：２１往復
　　　　　　　　土・日・祝日　：１９往復

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 19,273 5.3%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 19,273 5.3%

決 算 額 の 推 移 18,831 6.3%

活動 バス運行日数 314 0.5% Ⅱ

事業効果 指標

の推移 成果 県立図書館バス停利用者数 123 △ 1.6% フレンドリーバス利用者のうち県立図書館を利用した人数（１日平均） Ⅲ

指標 全体の利用者数 68,844 0.8% Ⅱ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 19,907
　H20.2.19　１ルートから南北２ルートに変更（便利性の向上）

　H21.11.28　こども歴史文化館前を乗降可能停留所に変更
　Ｈ24　運転業務について全便外部へ委託

財源内訳

国　　　　　庫 16,403

その他特定財源

一　般　財　源 3,504

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　一定のバス利用者数を確保している。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　フレンドリーバスをＰＲし、より多くの県民に対して図書館等の利用が進むよう努める。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

2 □ ■ H15 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 12 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

294 287 287 260

294 287 287 1,879

279 0 153

2 0 2 2

49 25 20

310 0 111 160

579 557 756

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 子どもの読書活動推進事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　子ども読書活動を推進するため、読書活動に携わる人たちに対して、レベルに応じた効果的な取組みを推進する。
　また、新しい「福井県子ども読書活動推進計画」に基づいた今後の施策を検討する。

［事業内容］

　１　福井県子どもの読書活動推進会議の開催
　　　　　委員１２名、開催回数：年１回
　２　一般県民・読書ボランティア向け読み聞かせ講座の開催
　　　　　開催回数：嶺北１回、嶺南１回
　３　子ども読書指導者養成講座の開催
　　　　　対象者：読み聞かせ等の活動を積極的に行っている人で、講座終了後、研修会で指導者となりうる人

 （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 234 △ 2.4%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 234 170.5%

決 算 額 の 推 移 196 △ 57.3%

活動 担い手養成講座等開催数 2 0.0%  Ⅱ

事業効果 指標 読み聞かせ相談会等開催数 28 △ 9.7%  Ⅳ

の推移 成果 養成講座等参加者数 202 △ 1.0%  Ⅲ

指標 読み聞かせ相談会等参加者数 611 4.2%  Ⅱ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,879
H22　・委員会開催数（3回→1回）
　　　 ・講座開催方法の変更
　　　　（嶺北、嶺南でまとめて講座開催）
H26　元気ふくいっ子読書活動推進フォーラム開催

財源内訳

国　　　　　庫 1,191

その他特定財源

一　般　財　源 688

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　講座開催方法を２２年度から見直し、読み聞かせグループ、ボランティア、指導者など各レベル
に応じた子ども読書関係者の資質向上につなげている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　２２年３月に策定の「新福井県子どもの読書活動推進計画」に基づき、公立図書館での「家庭に
おける読み聞かせ」研修講座の実施等、家庭、地域、学校を通じた読書活動を推進する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S32 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 58 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

604 91 1,044 69

604 91 1,044 69

604 91 994

2 2 2 2

30,841 29,823 28,666

5,417 3,586 6,715

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 図書館活動推進費 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　図書館職員を対象とした専門研修への派遣および講座の開催により、県内公立図書館職員の資質向上を図るとともに、読書や生涯学習についての講演会等を開催し、県民の生涯学習意欲を喚起する。

［事業内容］

　１　福井県公共図書館職員専門講座の開催
　　　　テーマ：「図書館資料論」
　　　　講師：平野　英俊氏（日本大学文理学部教授）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 323 203.7%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 323 203.7%

決 算 額 の 推 移 187 275.4%

活動 専門研修への職員派遣数 2 0.0%  Ⅱ

事業効果 指標 　  

の推移 成果 レファレンス件数 28,886 △ 2.1%  Ⅲ

指標 主催行事参加者数 5,520 11.9% 　 Ⅰ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 69

H18、H25　東海北陸地区公共図書館研究集会開催
H24　図書館・文書館１０周年記念事業開催財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 69

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　専門研修で得た知識を図書館活動に活かして、毎年30,000件程度で安定したレファレンスが行わ
れている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　多様化する図書館サービスのニーズに対応するためには、図書館職員の資質向上が必要であり、
今後も継続して専門研修へ職員を派遣する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H18 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H26 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 9 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

3,745 811 730 235

3,745 811 730 235

943 735 730

29,109 45,001 75,218

714,675 685,544 683,779

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 「ふるさと文学コーナー」情報発信事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　県立図書館内に、本県出身作家の業績、生い立ちおよび人となり等を紹介するための展示コーナーを整備し、郷土作家の作品や福井が舞台の作品の普及を図る。

［事業内容］

　福井ゆかりの作家やふるさと文学を紹介する展示を行う
　　・ふるさとゆかりの作家２５人について、パンフレット作成
　　・特定の作家やテーマを取り上げたミニ企画展示
　　・直筆物や写真等の収集

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,704 △ 10.3%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,704 △ 10.3%

決 算 額 の 推 移 1,679 35.8%

活動

事業効果 指標 　  

の推移 成果 企画展の閲覧者数 43,852 26.7% 企画展の閲覧者数の合計 Ⅰ

指標 貸出冊数 676,287 △ 1.8% 県立図書館の個人貸出冊数 Ⅲ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 235
H22　白川静博士書斎復元

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 235

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　年度によって企画展の閲覧者数にばらつきがあり、図書貸出冊数もやや減少傾向にある。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　平成27年2月に開館したふるさと文学館が、福井ゆかりの作家やふるさと文学を紹介する事業を
引き継ぎ、ふるさと文学に関する一層の普及を図る。

見　直　し　額 △ 235 千　円

□ 整理統合 ■ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

4 □ ■ H17 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 10 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

3,205 2,872 2,584 2,418

3,205 2,872 2,584 2,418

3,155 2,714 2,464

530 559 352

741 759 810

2,698 1,027 1,588

12,519 11,709 6,901

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 県立図書館サービス向上事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　県立図書館を利用する遠隔地利用者に対して、市町立図書館と連携して返却場所を拡大するサービスを実施するとともに、大学図書館との連携、産業支援コーナーの機能充実、魅力ある子ども室づくり
などを行い、県立図書館のサービス向上を推進し利用拡大を図る。

［事業内容］

　１　遠隔地利用者図書返却サービスの実施　　福井市・小浜市を除く１５市町立図書館（計２９館）で相互貸出サービスを実施
　２　大学図書館との連携　　　　　　　　　　県内各大学等図書館（全８館）との相互貸借サービスの実施
　３　産業支援コーナーの機能充実　　　　　　産業や就職関連の図書・雑誌を収集して分野別に配架、商用データベースの無料提供
　４　子ども室の充実　　　　　　　　　　　　朗読会やお話し会等の開催や調べ学習を支援する体験講座・図書館探検隊の開催

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 2,361 △ 6.7%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 2,361 △ 6.7%

決 算 額 の 推 移 2,231 10.9%

活動 産業関係レファレンス件数 411 △ 4.9% 産業関係の調査・相談の件数 Ⅲ

事業効果 指標 商用データベースの利用数 789 2.2% 商用データベースの利用者数 Ⅱ

の推移 成果 児童・生徒の利用数 1,678 △ 0.5% 総合学習の時間を活用した活動など、申し込みのあった利用者数 Ⅲ

指標 産業関連図書の貸出冊数 8,802 △ 6.7%  Ⅳ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 2,418 H18
　遠隔地利用者図書返却サービス実施にあわせ、市町図書館との相互貸出サー
ビスを開始
H22.3月　市町交付の住民基本台帳カードを図書館利用カードとして使用可
H27　日経テレコン（若狭図書分）の廃止

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 2,418

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■ 縮　　減 □ 終期の見直し
　白川文字学の室を活用した図書館見学の実施、子ども室でのお話し会の開催、学校等への団体貸
出サービスなどにより、Ｈ23年度以降は児童・生徒の利用者が拡大している。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　おはなし会などの子ども向けのイベントを充実するなど、より多くの子どもたちに親しまれる図
書館運営を行うとともに、企画展示やレファレンスの充実、インターネットを利用したサービスの
拡充や大学図書館等との連携を進め、図書館サービスのより一層の充実を図る。なお、若狭図書学
習センターの「日経テレコン」は廃止とする。

見　直　し　額 △ 156 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H19 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 8 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

10,034 2,500 2,000 8,598

13,051 2,500 2,000 8,698

10,563 1,660 1,595

2,417 4,017 2,744 3,833

11,506 8,885 11,925

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24年度整備水準〔　　 年度　〔 22.0% 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

事 業
区 分

国　庫 実行予算

日本のモデル「福井の教育」 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 「白川文字学」普及・研究促進事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　白川文字学を活用した本県独自の漢字学習を研究し、学校教育で実践するとともに、その成果を県外へ発信する。
また、子どもから大人まで漢字の成り立ちを学ぶ白川文字学の普及推進を図る。

［事業内容］

　（１）学校教育での促進
　　　　＜県内での普及＞　児童用副読本の作成、漢字学習研修会の実施、学校での公開授業および各市町での研修会の開催、漢字指導者認定制度の継続実施
　　　　＜県外へ発信＞　第２回「白川静漢字教育賞」の実施、漢字指導者の県外派遣推進
　（２）白川文字学の研究の推進
　　　　　白川文字学研究アドバイザーの配置、白川文字学研究会の実施、寄贈資料の分析・解釈
　（３）一般への普及
　　　　漢字文化講座、漢字あそび大会、出前講座、「白川文字学の室」の展示の充実

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 6,942 44.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 6,942 42.9%

決 算 額 の 推 移 6,610 75.4%

活動

事業効果 指標

の推移 成果 漢字学習講座等への参加者数 3,350 17.8% Ⅰ

指標 「白川文字学の室」入室者数 10,855 0.8% 　 Ⅱ

計 画 の 達 成 状 況 漢字指導者の認定人数 66名  〕　／　整備目標 27 300名 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 8,698

H19　白川文字学記念フォーラムの開催、記念碑の設置
H22　白川静博士生誕百年記念事業の開催

H25　予算を義務教育課と統合し、一本化
財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 100

一　般　財　源 8,598

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

■ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　漢字学習講座や漢字あそび等への参加者数が着実に増加している。岡山、島根などの県外、台湾
からの要請をうけて福井の漢字教育を発信することができた。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　白川文字学を学ぼうとする県民の学習意欲は高いことから、継続して事業を実施する。
　国内外から漢字教育に関わる研究者等を招いイベントや県外の教員等に福井の漢字教育を紹介す
る講座等を開催し、県内外への普及を図るとともに、「文字の国　福井」を全国に発信する。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

9 ■ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 4 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

1,300 10,550 596,217

1,300 10,550 544,355

507 10,469

5 9

1 10

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

事 業
区 分

国　庫 実行予算

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な県政 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 福井ふるさと文学推進事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　県立図書館内を改修し、ふるさとゆかりの作家の著作物等を収集し、県民が郷土文学に触れることで、文学に対する意識の高揚や文芸活動の活発化を図る。

［事業内容］

　１「福井ふるさと文学館（仮称）」の整備に向け、
　　　・建物設備改修
　　　・展示制作
　２　福井ゆかりの作家・作品に関する資料収集・調査研究
　３　開館記念事業
　４　館の管理運営

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 32,600 883.1%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 59,549 663.4%

決 算 額 の 推 移 57,965 1209.3%

活動 関係者との意見調整回数 5 40.0% Ⅰ

事業効果 指標 寄贈件数（ゆかり作家） 5 250.0% Ⅰ

の推移 成果

指標 　 　

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 544,355

H26　整備工事完了

H23　庁内で検討を進め、基本的な方向性を取りまとめ
H24　基本計画策定
H25　設計、図書館書架移設
H27.2.1　ふるさと文学館　開館

財源内訳

国　　　　　庫 298,015

その他特定財源 166,379

一　般　財　源 79,961

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■ 縮　　減 □ 終期の見直し
　作家等関係者からのアドバイスを活用し、資料所蔵者からの寄贈や古書店からの購入など資料収
集につなげることができた。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　平成26年度で整備が完了。今後は映像や音声を交えた企画展の開催や若い世代の創作活動を支援
する講座等を開催するとともに、作家、文学関係者等とのネットワークを広げ、資料収集や教育普
及活動の充実を図っていく。 見　直　し　額 △ 560,360 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S48 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 42 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

58,000 52,500 45,940 37,032

84,000 52,500 45,940 37,032

58,000 75,901 45,940

823 854 880

754 729 727

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25 年度整備水準〔　　 年度　〔 99.7% 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 図書館資料整備事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　多様化する県民の利用ニーズに的確に対応するとともに、資料保存面でも市町立図書館の支援を図るために図書館資料の充実を図る。

［事業内容］

　県立図書館の資料の計画的整備
　　１　図書整備
　　２　逐次刊行物の整備
　　３　電子資料の整備

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 41,147 △ 10.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 41,297 △ 17.6%

決 算 額 の 推 移 41,230 △ 6.3%

活動 蔵書数（千冊） 910 3.4% 年度末における県立図書館本館の蔵書総数 Ⅱ

事業効果 指標 　  

の推移 成果 貸出冊数（千冊） 717 △ 1.7% 県立図書館本館における図書の貸出冊数 Ⅲ

指標 　 　

計 画 の 達 成 状 況 県立図書館蔵書数（若狭図書学習センターを含む） 1,190千冊  〕　／　整備目標 26 1,193千冊 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 37,032
H18　図書購入費の段階的な削減
H23　「住民生活に光をそそぐ交付金」の活用による、ふるさと文学の充実
H24、25　ふるさと納税寄附金の活用による、ふるさと文学の充実財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 37,032

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　県民のニーズや社会情勢に対応した資料整備を行っているが、貸出冊数は減少傾向にある。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　都道府県ごとの人口当たりの図書資料費状況では長年上位を保っている。今後も県民ニーズに
あった資料の整備を行っていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H元 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 26 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

12,000 9,800 10,130 8,384

12,000 9,800 10,130 8,384

12,000 9,800 10,130

277 278 279

154 147 145

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25 年度整備水準〔　　 年度　〔 99.7% 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財 生涯学習・白川文字学

事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 若狭図書学習センター資料調査整備費 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　若狭図書学習センターの資料の充実により、多様な利用者ニーズに対応し、嶺南地域住民の学習活動を支援する。

［事業内容］

　若狭図書学習センターの資料の計画的整備
　　１　図書整備
　　２　逐次刊行物の整備
　　３　電子資料の整備

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 9,316 △ 8.3%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 9,316 △ 8.3%

決 算 額 の 推 移 9,240 △ 7.9%

活動 蔵書数（千冊） 280 0.4% 年度末における若狭図書学習センターの蔵書総数 Ⅱ

事業効果 指標 　  

の推移 成果

指標 貸出冊数（千冊） 140 △ 3.1% 若狭図書学習センターにおける図書の貸出冊数 Ⅲ

計 画 の 達 成 状 況 県立図書館蔵書数（若狭図書学習センターを含む） 1,190千冊  〕　／　整備目標 26 1,193千冊 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 8,384
H18　図書購入費の段階的な削減

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 8,384

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　県民のニーズや社会情勢に対応した資料整備を行っているが、貸出冊数は減少傾向にある。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　都道府県ごとの人口当たりの図書資料費状況では長年上位を保っている。今後も県民ニーズに
あった資料の整備を行っていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ H24 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 28 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 3 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

5,800 201,481

5,800 196,079

5,245

86,767

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財 社会・同和教育

事 業
区 分

国　庫 実行予算

日本の教育センター福井 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 青少年体験活動施設整備事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　小学校の新学習指導要領の特別活動に、「自然の中での集団活動」が加えられ、子ども達の社会性や豊かな人間性を育むことが重要であるとされた。
　これを受け、県立青少年施設の機能を見直し、老朽化した芦原青年の家を移転整備する。

［事業内容］

　　１　青少年体験活動施設整備事業
　　　　　・芦原青年の家の施設整備（実施設計、外構工事、建築工事）
　　　　　・新しい体験活動プログラムの企画、施行

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 39,643 495.9%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 25,014 331.3%

決 算 額 の 推 移 25,003 376.7%

活動 体験活動プログラムの企画・施行 200 青年の家4施設

事業効果 指標

の推移 成果 利用延人数 83,806 △ 3.4% 青年の家4施設 Ⅲ

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 196,079

継続費（H26～H28)　2,091,251千円
財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 150,000

一　般　財　源 46,079

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　２６年度、６４件の新プログラム中、１３件を主催事業として先行実施。
　２４→２６年、体験活動モデルプログラム集の活用件数２００件超。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　芦原青年の家整備については、２６年度は実施設計後、建設工事に着手する。
体験活動プログラムについては、現芦原青年の家において、新青年の家で行うプログラムを試行実
施する。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 □ ■ S50 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 40 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２６年度

1,191 1,191 1,191 1,218

1,191 1,191 1,191 1,943

1,040 762 659

3 3 3 4

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

今後も指定文化財の調査を進めるとともに、保存や活用を図っていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
文化財保護に対する助言をいただき、文化財の指定や保存、活用につなげることができた。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 1,943

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,943

福井県文化財保護条例に基づく附属機関
財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果

Ⅰ

事業効果 指標

15.4%

決 算 額 の 推 移 935 0.5%

活動 審議会の開催 3 8.3%

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,218 0.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,218

法定受託事務

[事業目的]

　県教育委員会の諮問に応じ、文化財の保存および活用に関する重要事項を調査、審議し、これらの事項に関し、県教育委員会に建議する。

［事業内容］

　　文化財保護審議会の開催

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 文化財保護審議会 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

その他 そ の 他

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 庁 生涯学習・文化財 文化財
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